
「要介護認定における「認定調査票記入の手引き」、「主治医意見書記入の手引き」及び「特定疾病にかかる診断基準」について」 

の一部改正についての新旧対照表 

（傍線部分は改正部分） 

改 正 前 改 正 後 

（別添１）（略） 

（別添２) 

主治医意見書記入の手引き 

Ⅰ～Ⅱ （略） 

Ⅲ 記入マニュアル 

 ０．基本情報  

「申請者の氏名」等 

申請者の氏名を記入し、ふりがなを併記してください。 

性別については、該当する□にレ印をつけてください。 

生年月日及び年齢(満年齢)については、該当するものに○印をつけ、

必要事項を記入してください。 

住所及び連絡先については、居住地(自宅)の住所及び電話番号も記入

してください。施設に入院･入所している場合は、当該施設の施設名、住

所及び電話番号を記入してください。 

主治医として主治医意見書が介護サービス計画作成の際に利用される

ことについて同意する場合は「□同意する」に、同意しない場合には「□

同意しない」にレ印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同意する場合には、介護サービス計画の内容についての検討を行うサ

ービス担当者会議に本主治医意見書が提示されます。 

なお、申請者本人の同意を得た上で主治医意見書をサービス担当者会

議の参加者に示すことについては、主治医に「守秘義務」に関する問題が

（別添１）（略） 

（別添２) 

主治医意見書記入の手引き 

Ⅰ～Ⅱ （略） 

Ⅲ 記入マニュアル 

 ０．基本情報  

「申請者の氏名」等 

申請者の氏名を記入し、ふりがなを併記してください。 

性別については、該当する□にレ印をつけてください。 

生年月日及び年齢(満年齢)については、該当するものに○印をつけ、必

要事項を記入してください。 

住所及び連絡先については、居住地(自宅)の住所及び電話番号も記入し

てください。施設に入院･入所している場合は、当該施設の施設名、住所

及び電話番号を記入してください。 

主治医として主治医意見書が介護サービス計画作成の際に利用される

ことについて同意する場合は「□同意する」に、同意しない場合には「□

同意しない」にレ印をつけてください。 

主治医意見書における「介護サービス計画作成等」の想定する範

囲は、介護保険事業の適切な運営のために必要な範囲であって、介

護サービス計画作成に加えて、例えば、 

・総合事業における介護予防ケアマネジメントのケアプラン作成 

・地域ケア会議における個別事例の検討 

・指定介護老人福祉施設及び指定地域密着型介護老人福祉施設にお

ける入所に関する検討のための委員会での特例入所対象者の判定

及び施設への優先入所対象者の判定 

・認知症日常生活自立度を基準とした加算における日常生活自立度

の決定 

に関する利用を考えており、その範囲内において取り扱っていた

だきますようお願いします。 

同意する場合には、介護サービス計画の内容についての検討を行うサー

ビス担当者会議に本主治医意見書が提示されます。 

なお、申請者本人の同意を得た上で主治医意見書をサービス担当者会議

の参加者に示すことについては、主治医に「守秘義務」に関する問題が生

別添 



生じることはないことを申し添えます。 

「医師氏名」等 

主治医意見書を記入する主治医の所属する医療機関の所在地及び名

称、電話番号、主治医の氏名を記入してください。 

なお、医師氏名の欄には、押印の必要はありません。また、医療機関

の所在地及び名称等は、ゴム印等を用いても構いません。 

ただし、医師本人の記入であることを確認する必要があることから、

医師氏名のみは医師本人による自署をお願いします。氏名にもゴム印等を

用いる場合は、押印してください。 

   （１）～（３）（略） 

１～４ （略） 

 ５．特記すべき事項 

申請者の主治医として、要介護認定の審査判定上及び介護保険によるサ

ービスを受ける上で、重要と考えられる事項があれば、要点を記入してく

ださい。特に、他の項目で記入しきれなかったことや選択式では表現でき

ないことを簡潔に記入してください。口腔内の状況から口腔清潔に関して、

特に留意事項があれば、要点を記載してください。 

また、専門医に意見を求めた場合にはその結果、内容を簡潔に記入して

ください。情報提供書や身体障害者申請診断書等の写しを添付していただ

いても構いません。なお、その場合は情報提供者の了解をとるようにして

ください。 

なお、平成２１年度の要介護認定の見直しでは、調査員ごとのバラツキ

を減らすとともに、介護の不足等も適切に把握できるよう、認定調査の選

択肢について、調査員の方に、できるだけ見たままを選んでいただき、介

護認定審査会において、認定調査票の特記事項や主治医意見書の内容から、

申請者に必要な介護の手間について総合的に把握し、判定することとしま

した。したがって、申請者にかかる介護の手間をより正確に反映するため

に、主治医意見書の重要性が増しており、主治医意見書の「５．特記すべ

き事項」に、申請者の状態やそのケアに係る手間、頻度等の具体的内容に

ついても記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（別添３）（略） 

じることはないことを申し添えます。 

「医師氏名」等 

主治医意見書を記入する主治医の所属する医療機関の所在地及び名称、

電話番号、主治医の氏名を記入してください。 

なお、医師氏名の欄には、押印の必要はありません。また、医療機関の

所在地及び名称等は、ゴム印等を用いても構いません。 

ただし、医師本人の記入であることを確認する必要があることから、医

師氏名のみは医師本人による自署をお願いします。氏名にもゴム印等を用

いる場合は、押印してください。 

   （１）～（３）（略） 

１～４ （略） 

 ５．特記すべき事項 

申請者の主治医として、要介護認定の審査判定上及び介護保険によるサ

ービスを受ける上で、重要と考えられる事項があれば、要点を記入してく

ださい。特に、他の項目で記入しきれなかったことや選択式では表現でき

ないことを簡潔に記入してください。口腔内の状況から口腔清潔に関して、

特に留意事項があれば、要点を記載してください。 

また、専門医に意見を求めた場合にはその結果、内容を簡潔に記入して

ください。情報提供書や身体障害者申請診断書等の写しを添付していただ

いても構いません。なお、その場合は情報提供者の了解をとるようにして

ください。 

なお、平成２１年度の要介護認定の見直しでは、調査員ごとのバラツキ

を減らすとともに、介護の不足等も適切に把握できるよう、認定調査の選

択肢について、調査員の方に、できるだけ見たままを選んでいただき、介

護認定審査会において、認定調査票の特記事項や主治医意見書の内容から、

申請者に必要な介護の手間について総合的に把握し、判定することとしま

した。したがって、申請者にかかる介護の手間をより正確に反映するため

に、主治医意見書の重要性が増しており、主治医意見書の「５．特記すべ

き事項」に、申請者の状態やそのケアに係る手間、頻度等の具体的内容に

ついても記載してください。 

その他、交通事故等の第三者による不法行為（以下「第三者行為」とい

う。）による被害に係る求償事務の取組強化のため、平成２８年４月１日よ

り、第三者行為により介護保険給付を受ける場合、第１号被保険者は保険

者への届出が必要となりました。 

主治医意見書を端緒として保険者が被保険者に対し適切な届出を促す観

点から、第１号被保険者について、負傷等の原因として第三者行為が疑わ

れる場合は、主治医意見書の「５．特記すべき事項」に「第三者行為」と

いった旨の記載をお願いします。 

（別添３）（略） 



 


